
 

電機東京 青年女性委員会 きんのたまご 2021年10月14日 

青年女性委員 31 期 退任された方々（総会出席者） 

 
 

2021年9月18日（土）にオンラインを併用して電機連合会館にて『第32回定期総会』を開催いたしました。総会では2020年

度活動報告、2021年度活動方針及び青年女性委員会役員が承認されました。今年度も活動方針に則り精力的に活動して参ります。

また本総会で退任された委員の方々に心より感謝申し上げ、今後一層のご活躍を祈念いたします。 

 

 

 

2021年度の32期の青年女性委員会は、

継続11名、新規9名の計20名の体制で、

例年より継続メンバーが多い体制になり

ました。今年も昨年に引き続きコロナ禍で

の委員会やイベント企画・運営になります。

委員や参加者の皆さまの安全と健康を第

一義に感染対策を徹底しつつ、今だからこ

そできる楽しいイベントを企画・運営し、

電機東京のより一層の活性化につなげま

す。更には、電機連合青年女性委員会の活動をより多くの方に知っ

てもらえるよう年に2回発行している機関紙の頻度を上げることを

検討します。 

また、出身単組の枠を超えた絆、一人ひとりのやりがいや成長な

ど、今まで青年女性委員会に携わってこられたOB・OGの皆さまが

大切にしてきたものを引継ぎ、成長させていく必要があります。そ

のためにも青年女性委員同士交流を深め、知恵を持ち寄り、様々な

工夫をして、短い期間ではありますが活発に活動していきます。 

参加者の皆さまが思い出に残るイベントを企画し実行していき

ますので、32期の活動に対する引き続きのご支援・ご協力の程、よ

ろしくお願いします。  

（第32期委員長 東芝コンシューママーケティング 龍 楓) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から：露久保委員(NEC ファシリティーズ)、篠原委員(三菱電機本社)、 

     染川副委員長(日立ソリューションズ・テクノロジー)、大澤委員長(サクサ)、 

     山田副委員長(パナソニック産機システムズ)、山本委員(沖電気工業芝浦) 

議長団 

左から山本委員、露久保委員 

オンラインでの出席の様子 

※オンライン会議を併用し、発言時・写真撮影時以外はマスク着用で実施しました。 
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電機東京 青年女性委員会 きんのたまご 2021年10月14日 

 
1.所属組合の枠を超えた組合員同士のつながりを生み出す場として、一組

織でも多く参加してもらえるよう、組合員のニーズに沿ったイベントを

企画・運営し、満足度向上をはかります。また、組合員同士の交流を促

し、組合活動への参画意識向上、組合活動の活性化につなげていきます。 

2.青年女性委員会の活動をより広く伝えるために、効果的かつ迅速な広報

活動に努めます。インターネットや機関誌などを有効活用し、わかりや

すく的確な情報発信を積極的に実施していきます。 

3.常任委員一人ひとりが、所属組合の枠を超えた連携の中で、幅広い知見

ややりがいを共有し、より活発な組織になることを目指します。また、

活動全般に対して真摯に向き合う事で常任委員自身の成長と後進育成

を意識し、継続性の高い組織となることで、青年女性委員会並びに電機

連合東京地方協議会全体の活性化につなげていきます。 

4.あらゆる立場の人が尊重しあい平等に活躍できる社会を目指し、その実

現に向け取り組んでいきます。第３次男女平等政策（電機連合）に掲げ

られている諸課題について認識するとともに、関係諸団体の主催する男

女平等参画社会推進活動への参加を通じて、理解を深めていきます。 

5.電機連合や連合東京など各種関係諸団体の活動に積極的に参加し、知識

を深め人脈を広げることで、組織を超えた活発な意見交換の機会を創出

し、新たな知見や広い視野の獲得、種々の課題への理解を深め、電機連

合東京地方協議会の発展に寄与していきます。 

 

 

 

 

定期総会後、ルネサスグループ労働組合連合会 本社

地区支部長 古川様より「連合東京の男女平等・女性

活躍推進の取り組みについて」と題しご講演いただ

きました。男女平等からさらに進んだ、多様性・ジェ

ンダー平等の実現に向けて、依然として多くの取り

組むべき課題があることが分かりました。講演を通

して、男性の立場からできるサポートや女性が参加しやすくする工

夫について考えを深めることができ、この学びを今後の活動に活か

したいと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

まずは31期の活動を無事に終えるこ

とができ、お力添えいただきました皆様

に心より感謝申し上げます。 

青年女性委員を務めたこの２年間の

活動で、普段では得ることのできない貴

重な経験を得ることができました。 

活動を振り返ると、昨年に引き続き新

型コロナウイルスを始めとした多くの

課題や困難がありました。 

取り組む環境や方法が大きく変化する中で、できることも

大きく制限される状況となりましたが、常任委員の皆さんの

柔軟な考え方や新たな感性でアイデアを出し合い、チームワ

ークを活かして乗り越えることができました。 

その一方で、実現できなかった活動や、活動の変化に伴う

新たな課題があったのも事実です。それら課題をしっかりと

引き継ぎ、次世代を担う若者が集まる青年女性委員会だから

こそ、前例に捉われない新しい発想で、前向きにチャレンジ

していただければと思います。 

新しい常任委員のみなさんが、楽しさとやりがいを共有し

ながらご活躍されると共に、青年女性委員会の活動がさらに

充実したものになることを祈念しております。 

第 31 期委員長 サクサ 大澤 寛 

2021 年 9 月 1 日現在 

  お問い合わせは中央ろうきん各営業店へ 

商品紹介Webサイトでは、 

iＤｅＣｏやつみたてＮＩＳＡ、

投資信託、各種ローン商品

等について、動画で分かり

やすく説明しています。 

詳しくは 
こちら 

 

  
 

Web 動画サイトのご紹介 

第57号（２） 

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、「自

宅にいながら楽しめる企画」として、カカオ豆から

作るチョコレートキットの配布を行いました。 

今回は申請時の移動や人との接触を減らすため、

従来の手書き申請書を FAX で送る方法に加え、

Web やメールによる申請方法も採用しました。 

募集を大幅に超える方々から応募があり、参加者

から「すりつぶす作業は大変だったけれど楽しかっ

た」と多くのご好評をいただくことができました。 

 


